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要  約 
中学生の不登校傾向が母親の抑うつ，自己効力感，および家族機能の評価に及ぼす影響について検討を行った。中学
生が学校で，母親が自宅で質問紙に回答し(Time 1)，6 週間後に母親が再度質問紙に回答した(Time 2)。中学生のデータ



































































































































た上で(Time 1)，母親には 6 週間後に 2 回目の調査を行

























































中学生 481 名と，その母親を含む保護者 388 名から回答
が得られた。また，この 1 時点目の調査(Time 1)の際に，
追跡調査への参加を承諾した保護者に対して 2 時点目の
調査(Time 2)を行い，55 名の回答が得られた。 
 中学生の回答者のうち，すべての尺度で欠損が認めら
れたものを除外し，有効回答者は 476 名(男性 227 名，










有効回答者は 48 名(Time 1 での平均年齢 = 43.94 歳，

































































た。なお，本項目群には Time 1 のみで回答を求めた。 




























































同意した者に，Time 1 の回答日から 6 週間後に追跡調査
の案内を郵送した。案内には，調査のウェブサイトの








を 500 円分進呈した。保護者は，7 月上旬から 8 月下旬
に Time 2 の調査に回答した。 





















共分散構造分析については Amos 23 を用いて実施し，
その他の分析については SPSS Statistics 23 で実施した。
尺度間の関連を検討するためにピアソンの積率相関係数
を算出した。また，Time 1 に測定された中学生の各変数

















2 時点の回答が揃ったデータにおいて，母親の Time 1 
と Time 2 の回答日の間の期間は 39 日から 73 日であり，
平均は 42.75 日(SD = 5.81)であった。以下で述べる分析






















Table 1 各尺度の記述統計量 
  N M SD 歪度 尖度 α 
中学生             
 欠席回数 470  0.33  1.15  7.24  69.6  - 
 遅刻回数 469  0.20  0.84  7.28  66.9  - 
 早退回数 471  0.13  0.45  4.34  21.5  - 
 別室登校を希望する不登校傾向 472  4.68  2.28  1.44  1.35  .83 
 遊び・非行に関連する不登校傾向 472  8.11  2.96  0.50  -0.37  .73 
 精神・身体症状を伴う不登校傾向 467  7.28  2.85  0.79  0.12  .73 
 在宅を希望する不登校傾向 473  6.70  2.22  0.28  -0.62  .51 
 不登校傾向合計 464  24.65  7.44  0.69  -0.10  .85 
 登校義務感 473  13.38  2.76  -1.15  0.93  .73 
 家族機能 432  87.06  14.46  -0.32  -0.15  .91 
 孤立傾向 471  10.57  4.19  1.33  1.37  .89 
 学業ストレス経験頻度 444  10.20  5.27  0.14  -0.75  .81 
 学業ストレス嫌悪性 423  9.15  5.74  0.35  -0.56  .83 
 学業ストレス経験頻度×嫌悪性 423  120.05  112.95  1.18  0.97  - 
母親 Time 1              
 抑うつ 348  4.31  4.58  1.35  1.47  .80 
 自己効力感 356  73.10  10.31  0.13  0.64  .86 
 家族機能 296  85.25  11.95  -0.32  0.28  .94 
母親 Time 2              
 抑うつ 47  3.19  3.55  1.56  2.36  .77 
 自己効力感 47  73.28  11.58  0.23  -0.59  .87 
 家族機能 48  86.96  12.86  -0.31  -0.65  .94  
 
ら Time 2 の同一の変数にパスを引いた。また，独立変
数間と従属変数の誤差変数間に相関を仮定した。このモ




家族機能の評価から Time 2 の母親の抑うつへのパスを
引いた場合，モデルの適合度が χ 2 (25) = 21.97, p = .64, 
CFI = 1.00, RMSEA = .00 と高い値が得られたため，この













1 に評価した家族機能から Time 2 の母親の抑うつにパ
スを引いた時に高い適合度が得られたため，そのモデル
を仮定した。すべてのモデルにおいて，CFI が 1.00，

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同意した者に，Time 1 の回答日から 6 週間後に追跡調査
の案内を郵送した。案内には，調査のウェブサイトの








を 500 円分進呈した。保護者は，7 月上旬から 8 月下旬
に Time 2 の調査に回答した。 





















共分散構造分析については Amos 23 を用いて実施し，
その他の分析については SPSS Statistics 23 で実施した。
尺度間の関連を検討するためにピアソンの積率相関係数
を算出した。また，Time 1 に測定された中学生の各変数

















2 時点の回答が揃ったデータにおいて，母親の Time 1 
と Time 2 の回答日の間の期間は 39 日から 73 日であり，
平均は 42.75 日(SD = 5.81)であった。以下で述べる分析








































** p < .01, * p < .05. 
 
Figure 1 中学生の不登校傾向が母親の抑うつ，自己効力感，および家族機能の評価に及ぼす影響(n = 48) 
 
Table 3 中学生の各変数を独立変数に投入した分析の結果(すべて n = 48) 
  従属変数(Time 2 の母親の変数) 
モデルに投入した独立変数 抑うつ 自己効力感 家族機能 
モデル 1 別室登校を希望する不登校傾向 -.12   -.06   -.12* 
モデル 2 遊び・非行に関連する不登校傾向 -.05    .03   .02   
モデル 3 精神・身体症状を伴う不登校傾向 -.18 †  -.11   -.03   
モデル 4 在宅を希望する不登校傾向 -.21*  -.06   -.09   
モデル 5 登校義務感 .20*  .04   -.03   
モデル 6 中学生が評価した家族機能 .03   .01   -.02   
モデル 7 孤立傾向 -.35** -.06   .01   
モデル 8 学業ストレス経験頻度×嫌悪性 -.04   .11 .05  
注)値は標準化係数。** p<.01, * p<.05, †p<.10. 
 
数に与える影響について検討した(Table 3)。これらのモ




Table 3 に示したモデルのすべてにおいて，Time 1 の母
親の家族機能の評価が，Time 2 の母親の抑うつに負の有
























R 2 = .61 
R 2 = .42 




















** p < .01, * p < .05. 
 





























の不登校傾向の潜在変数は，母親の Time 2 の抑うつと
負の有意な関連が認められた。さらに，精神・身体症状
を伴う不登校傾向は，母親の Time 2 の抑うつと，有意
傾向ではあるが負の関連が認められ，在宅を希望する不
登校傾向は，母親の Time 2 の抑うつと負の有意な関連
が認められた。そのため，中学生の不登校傾向の全体や

















仮説 3 は支持されなかった。さらに，Time 1 で測定され
た中学生の不登校傾向の潜在変数や，中学生の不登校傾








れた。そのため，仮説 5 は一部支持された。一方，Time 
1 で測定された中学生の不登校傾向の各変数のうち，別




























































** p < .01, * p < .05. 
 



















R 2 = .61 
R 2 = .42 
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Influence of junior high school students’ school non-attendance tendencies 
on mothers’ depression and self-efficacy, and mothers’ family function 
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Influence of junior high school students’ school non-attendance tendencies on their mothers’ 
depression and self-efficacy and mothers’ family function ratings were investigated. Junior high 
school students responded to a packet of self-report measures in their school. Moreover, the 
students’ mothers responded to a packet of measures at home (Time 1) and again to the identical 
measures six weeks later (Time 2). Forty-eight student-mother pairs responded to the measures at 
all-time points. Contrary to our hypothesis, structural equation modeling predicting depression, 
self-efficacy, and family functioning rated by mothers at Time 2 indicated that students’ school 
non-attendance tendency in general, psychological and physical symptom tendency subscale score, 
and stay at home tendency subscale score were associated with a decrease in mothers’ depression 
at Time 2, after controlling for identical variables reported by mothers at Time 1. Also, students’ 
tendency to desire time off from classes subscale score was associated with a decrease in family 
functioning rated by their mothers at Time 2. Furthermore, positive family functioning rated by 
mothers at Time 1 was related to decreased mother’s depression at Time 2. We have discussed the 
theoretical and clinical implications and the methodology of following mothers in longitudinal 
studies. 
 
Keywords: school non-attendance tendencies, depression, self-efficacy, family function, stress 
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